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シュタインヘーヴェルとエソプスについて
西 谷 俊 昭
Steinhöwel と Luther（シュタインヘーヴェルとルター）
Steinhöwel とは，いかなる人物であろうか。彼は 1461年に 49歳とあるか
ら，逆算すると 1411/1412年頃の Stuttgart 近郊 Weil に生まれたということ
になる。我々が知る頃には，南ドイツ，ドナウ川畔ウルム Ulm の町で，市所
属の医師（官医）であった。
日本で寓話といえば，「風と太陽（46）」，「旅人と熊（65）」（熊に遭えば知
んだマネをするとよいという俗信の起源か？），「カラスと狐（124）」など
「イソップ物語（寓話）」の中の話が頭に浮かぶ。その中でも，「ありとキリギ
リス」（あるいは「ありとセミ」）は日本人にとって，最もなじみのある話とい
ってもよいだろう。
しかし，『イソップ寓話』に集められている話（通常は 231話がギリシア語
原典に記載されている）には，知名度が高いものと思われる「ありとキリギリ
ス」（あるいは「ありとセミ」）は出現しないのである（ギリシャ語異本，たと
えば，August Hausrath 編纂のものには採録されている）。
Jean de la Fontaine ラ・フォンテーヌの『Fables』は I 巻～XII 巻（1668
年～1693年）まで分冊で刊行された，かなり浩瀚な書物であるが，その開巻
劈頭を飾るのが，「キリギリスとアリ」（la cigale et la fourmi ドイツ語訳で
は die Grille und die Ameise）の話なのである。
イソップの寓話は，日本では，文禄 2年（1593 年）九州天草のコレジヨ
（学林）において，ローマ字つづりの日本文『イソポノフヮブラス』（『伊曾保
８７
物語』）として刊行された。禁教時代を経てこの書物は長く行方不明の運命を
たどるのだが，新村出が大英博物館で唯一残る稀覯書を発見（アーネスト・サ
トウが書籍の存在をすでに指摘していたらしいが），日本字への翻字を経て，
今日も新しい姿で我々が手にすることができる。この『伊曾保物語』には，
「蝉と蟻との事」が「イソポが作り物語の抜き書」（「上巻」にあたる部分）に
収録されている。
ところで，このイソップ Äsop, Esopus という人物は，実在を疑われている
ものの，Samos の人，前 6世紀，女流詩人 Sappho サフォーと同じ頃に生き
た奴隷であったといわれる。自由人となり，持ち前の機知で，出世を果たすも
のの，神殿での盗みの廉（冤罪とされるが）で，崖から突き落とされ，刑死し
たと伝えられている。もっとも，この情報源は「歴史の父」とも称揚され，
「嘘の父」とも揶揄されるヘロドトスの記述であるので，真偽のほどは定かで
はない。
「蝉と蟻」がイソップの創作でないことは確からしい。『イソップ寓話』その
ものにも，内容的にはさまざまな要素が混入していることはあきらかで，個人
の創作であることは否定される。いわんや，「蝉と蟻」が後世の付加物である
可能性は高い。
日本の「イソポ」が「言葉稽古のため」「世の得の為」に「ラチンを和して
日本の口となさ」れたのであるから，その翻訳の原本が存在しなければならな
いが，その存在は杳としてわからない。唯一明らかなのは，ラテン語版であっ
たこと。
その『イソポ』が日本で刊行される一世紀ほど前，ドイツ語圏において
Steinhöwel が「イソップ」と深い関わりをもっていた。彼の言葉によると
tolmetsch（通詞役）をしたのである。
Wien, Heidelberg と，上部イタリア・ルネサンスの地 Padua の大学に学
び，Eßlingen で医者となった Steinhöwel は 1450 年 Ulm 市の医師となっ
た。社会的状況を考えれば，彼は当時の最高の知識階級に属し，理髪師が外科
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医を兼ねた医学ではなく，専門性を持った，信頼できるアカデミックな医学を
修めた医師として，南西ドイツの貴族との交際の機会もふえ，Württemberg
伯の侍医も兼ねることとなる。天稟もあったであろう，1461年，文学的な方
面にも手を染めることとなる。
ラテン語版で伝っていたギリシャの小説 Appollonius von Tyrus の翻訳，
1473年 Griseldis の翻訳，当時の出版事情からして，出版物の貴族有力者へ
の献呈辞が彼のそうした領域での活動を特定してくれる。そうしたなか，1475
年ころ，彼は Esopus（イソップ）の（翻訳の）仕事を始めたようである。逐
語訳（ラテン語の構文・語句をそのままドイツ語に持ち込む）が当時の趨勢で
あったなかで，彼は自由な意訳を旨とした（nit wort uß wort, sunder sin uß
sin）。ラテン語で『（イソップの）生涯とファーベル』と題し，それにドイツ
語訳をつけたラテン語・ドイツ語二言語出版物は瞬くうちに成功プロジェクト
となる。活字印刷の草創期におけるベストセラーといってよいほどに Esopus
は流布することとなる。これには，『イソップ』が美麗な挿絵を数多添えられ
たことも預かって力があると思われる。
1472年にウルムに Offizin（印刷所）を開いた Reutlingen 生まれの Johan-
nes Zainer ヨハネス・ツアイナー（おそらく Augsburg の Günther Zainer
とは兄弟だという説が有力）の協力もあって（Steinhöwel は資金援助も行っ
ている），ラテン語の散文体寓話を民衆ドイツ語に訳することで，Steinhöwel
はより広い（ラテン語の読めない）識字層に寓話（ということは，ルター以前
のドイツ語も含めて）を広めていった。「ドイツのイソップ」といわれる由縁
である。印刷に関して，Steinhöwel は書き手，助言者，翻訳家，編集人であ
った。
Esopus に先立ち，Giovanni Boccaccio の Declaris murieribus（1473 ラ
テン語版）が出版され，数ヵ月後，Steinhöwel によるドイツ語訳版“Von den
erlauchten（berühmten）Frauen”がつづいた。79枚の木版画は二重枠を施
され，人物には説明の名前が付せられ理解を助けた。当時の挿画の常として，
のちに彩色（Kolorit）されるよう配慮されてあった（絵師の名前は不明）。
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1476年 Ulmer Äsop（ウルム版イソップ）が印刷される。Peter Amelung
の評言を借りれば，「15世紀ドイツの挿画史を飾る作品」が出版されたのであ
る。およそ 200 枚の木版画が挿入され，Aesopus, Vita et Fabulae と題さ
れ，イソップの生涯を記した伝記 Vita Esopi Fabulatoris Clarissimi が添え
られた。この Vita はヴィザンティンの学問僧 Maximus Planudes が 1327年
頃コンスタンティノーペルからイタリアにもたらしたといわれるギリシャ語の
写本によるとされている。これには Rimicius あるいは Remicius のラテン語
の翻訳が添えられており，既にその末尾には道徳的に顰蹙をかう話が載ってい
た。これにも Steinhöwel はドイツ語訳を添えた。
中世の末期には民衆は謝肉祭劇，笑話，道化芝居などを好んで楽しんだもの
である。Steinhöwel は民衆の気晴らしと，教化に役立つものが必要であるこ
とをよく知っていたからである。彼は「こうしたファーベルはそれが実際にあ
ったからではなく，人間の本質と人生を表現するためであり，つまり，イソッ
プのファーベルは人間の風俗，道徳に関連付けられているのである」と述べ
る。
Vita は Luther によって legend Esopi と呼ばれたのだが，Steinhöwel に
よって始めてドイツで知られ，以後，大抵の寓話集の冒頭を飾ることとなっ
た。（『伊曽保物語』の「イソポが生涯の物語略」は，この物語がいかなる系譜
をたどり天草の地に到達できたのか，その微かな糸を見せてくれる）
Ulmer Äsop の大成功の後，出版者はラテン語版とドイツ語版を分離し，一
冊の本から簡単に，また安価に 3冊の本を作り出すことを企てた。Steinhöwel
の Ulmer Äsop を分解するには出版業者の商売上の利益が絡むと，ファーベ
ル中興の祖というべき Lessing は考えている。しかし，この分離はその後の
ファーベルが学者・人文主義者のとる方向と Luther などがとる国民教育的な
方向とを示唆することにもなる。
Steinhöwel は「イソップ」を伝承のままにラテン語で書かれた既存の定本
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を訳したのではなかった。かれは種々の情報源の編纂者でもあったのである。
Steinhöwel にとって「寓話」は，面白くて，ためになるものでなくてはなら
なかったし，話は自由奔放（ということは，これまでのように型にはめられた
形態ではなく）に創作され，筋の中心となるものは，人間であってはならない
が，それは人間に直接写し変えることができるものでなければならなかった。
Inkunabel 揺籃期本の傑作とたたえられた Ulmer Äsop に添えられる多数
の絵の下絵は，Lilli Fischel の考究では Jörg Syrlin d. Ä. の筆によると推測
されている。Ulmer Äsop の挿画は後続する他の編集者による Äsop に大いな
る影響を与えた。
まず，Johann Zainer の原画は Günther Zainer によって Augsburg で使
用され，合計 8版の Äsop-Fabeln が Augsburg で出版された。
さらに Johann Zainer の Ulmer-Ausgabe の木版画を受け継いだ Anton
Sorg（Sorg-Bibel で知られる著名な出版者）のラテン語版 Äsop（1480 年
頃）に依拠して，フランス語，英語，オランダ語，スペイン語そしてチェコ語
による Äsop が矢継ぎ早につづく。ドイツ国内でも，Ulmer-Äsop を手本とし
た挿画が Straßburg, Köln, Magdeburg で現れる。
Ulm 版の初版を演出し，編纂したのは Steinhöwel であった。美麗で印象
深い木版画がほぼ組み版面全体に拡がりテキストには少しの空間が残される。
印象度を高める挿画の魅力は対象を最も重要なものだけに集中することによっ
て得られた。動物が写実的に適切に表現されているのには注目させられる。
Ulm 版は揺籃期本の時代ではまれなくらい実物に近い動物表現がなされてい
る。
マルティン・ルター（Luther）は，諺の蒐集に務め，自らも諺を創作して
いるが，寓話にも多大の関心を寄せ，Äsop を試みている（1）。
彼は 1530年 4月 23日から 10月 4日まで Coburg の砦の小屋に滞在し，
寓話の改訂を試みつつ無聊を慰める。しかし健康状態の悪化により，最初の数
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週間で仕事は打ち切られたとみられている。死後に出版された Äsop は 15話
にとどまっている。また，挿画は Luther の指示によるのかどうかは不明だ
が，すべて Ulmer Äsop からのものである。
Luther は Steinhöwel の Äsop を複数人の共同の仕事と見ていたらしく，
Steinhöwel のことは知らない。基本的にはこの仕事を褒め称えているが，性
的な不道徳と卑猥な表現は厳しく批判している。Luther 自身は清浄な Äsop
を希求したのである。しかし Luther はラテン語の Äsop を座右において改訂
に当ったのではないらしいが，下敷きとなったものは Ulmer Äsop であった
としてもラテン語原文を身近においたことは，ラテン語とドイツ語訳を並置す
ればあきらかである。
Luther は学校時代にイソップ寓話を学習，暗記しなければならなかった
し，また，生涯にわたり寓話を大事なものと考えていた。彼の Äsop は 330
年間にわたって Georg Rörer による印刷本でのみ知られていたが，1887年に
ヴァチカンの図書館で Luther の手稿が発見せられ，13の寓話に推敲，修正
が加えられていたことが判明した。決して，翻訳を修正するだけの目的でない
ことが読み取れる。
Steinhöwel は Romulus から 80話，様ざまな集成本から 61話，補遺とし
て，Petrus Alphonsus の滑稽譚を 15話，Poggio の艶笑譚 7話を編集した。
Luther の憤懣はこの第三の部分，つまり Alphonsus と Poggio の話に向けら
れたのであった。Steinhöwel は最もひどいものは採録しなかったと確約して
いるのだが，Luther の Ulmer Äsop に対する毀誉褒貶の落差は補遺の部分に
起因する嫌悪感が喚起することになってしまったようである。
Luther はこのドイツ語訳を知っており，改訂に際し利用したことは，Stein-
höwel 訳と比べればわかる。しかし，Steinhöwel に無い話が Luther にある
ことで，同時代の他の寓話集を参照したことも明らかである。
Luther が創作したファーベルは，おそらく 1528年にできたと思われるも
のが唯一残されているが，創作の純粋性は保たれておらず，むしろ，ライネケ
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狐と動物民話からモティーフが取られているといったほうがよい。（“Ein newe
Fabel Esopi, newlich verdeutscht gefunden, vom Lawen und Esel”）（2）
Luther の寓話観
Luther はイソップ―ファーべルが現世における人生の教えとして卓越した
意味を持っていることを強調し，具象的な感銘深いコトバによるイメージを利
用して新教の市民階級が守るべき倫理的規範として利用できると考え，イソッ
プの寓話を Nutz, Kunst und Weisheit に満ちた教材とみた。
ファーベルというジャンルの伝説的祖先を考察し，Luther はフリギアの奴
隷が実際には存在しなかったとし，若者に対するファーベルの効果を語り手と
して愚者の形態をとることによって強化しようとすると理解している。
Luther はファーベルの読者層を若者から君主，支配者に移すのだが，ここ
では，術策や知恵，扮装や変装はもはや問題ではなく，政治生活における真理
の意味やそれを思い切って口にする者に降りかかる危険が問題だと考える。イ
ソップさえもカーニヴァルのおふざけ（無礼講），道化ではなく，現実あるい
は虚構を描く作家であり，自身のファーベルのゆえに，またファーベルにもか
かわらず崖から突き落とされてしまったと考える。ファーベルの効果はここで
はまったく違ったものである。ファーベルを聞く人は額に汗をにじませるので
ある。真理というものはこの世では最も我慢できぬものだから。
Lessing もファーベルは道徳を教化するするものだという立場をとった：
「ある普遍的な道徳上の命題を特定の事例に関係付け，この特定例に現実性
を付与し，そこから話をつむぎだすと，そこでは元の普遍的な命題が具象的な
分かりやすい形で理解できる。この創作がすなわちファーベルなのである」
Luther は思考を中断して，またも彼本来の関心事にもどる。Steinhöwel
の Äsop は青少年のためにも汚れを落とされなければならないのである。怒
りを起こさないためにも不純な夾雑物を取り除き清潔にしないといけない。フ
ァーベルを教育のための目的に沿うものにしなければならないと考える。そこ
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で自身，改訂の筆を執るのである。
最後に，Luther はファーベルが学校のためだけでなく，家父長は食卓で
女，子供，下男，下女とファーベルを物語り，話し合うべきものだとするので
ある。
ファーベルのこうした側面効果を強調する Luther の見解は，ファーベルが
幼い人たちを対象とするかのような風潮を広め，結果的にはファーベルの凋落
へとつながって行き，若者，子供への教育的目的を強調したことが，以後ファ
ーベルが衰亡する要因となったことは否めない。
曾遊の地イタリアで現世の肯定，人間性の解放，個性の尊重といった革新的
な思潮（ルネッサンス）の洗礼を受けた Steinhöwel は，中世的世界観を離れ
つつあったとはいえ教会中心の世界にすむ Luther にはファーベルを介さなく
とも享楽的とおもわれる気配を感じさせたのかもしれない。
ドイツ語のみのイソップは Augsburg の Günther Zainer の Offizin からだ
され，揺籃期に 15版を重ねている。
挿画について
寓話の中での動物の性質・特徴は自然観察から得られたものではなく，人間
の性質を動物に移したものである。固有の独特な生活ではなく，特定の行動様
式をデモンストレーションするためである。その行動様式は決まったものであ
ろうか。狐はいつもずるく，ロバはいつも馬鹿，オオカミはいつも盗賊的であ
ろうか。動物の役割は決まっているわけではないが，どの動物が一般的にどの
ような伝統的な行動パターンをとるかはきめられており，それには典型的な特
性・属性があたえられる。ステレオタイプ像が与えられており，それを（共通
の文化的背景をもつ）読み手は情報として暗黙のうちに理解の前提とするので
ある。
絵の描写を詳細，精密にすればするほど，テキストの内容（言語表現）との
乖離がはなはだしくなり，絵の表現効果はかえって減少するのではないか。
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精密な絵が迫真の情景をイメージさせ，それがテキストにふさわしく感じら
れるのであれば，Fabel が Erzählung につながる発展をうちに秘めているこ
との証左にほかならないのではないか。
Ulm は 15世紀中葉には Schwaben シュヴァーベンの初期人文主義の中心
地であった。Ulmer Äsop の挿画を描くために当代きっての Ulmer Meister
も参集する。添えられた木版画が Ulmer Äsop の大成功につながったことは
以後の数多くの複製版が証明している。
これらの Meister が高い芸術的資質に恵まれていたことは，判断を過たず
常にファーベルのクライマックスを見つけ出し，後期ゴシック様式が好んだあ
らゆる装飾的なものを拒否し，筋の本質的なものだけを力強い線で再現するこ
とができることで証明できる。個性的なものを強調するために本質的な部分が
他の部分よりも寸法は大きめにされる。場面はひと目で捉えられるよう鳥瞰的
であり，従来の中世的構図では時間的に異なる複数の筋がひとつの絵に並列的
にまとめられるのだが，Ulmer Meister では，いくつかの表現を除いてそれ
は見られない。後期ゴシックの表現手法はすでに越えられている。
Steinhöwel のボッカチオ挿画では情熱や興奮が示されねばならぬ人物が奇
妙に無感覚な表情で，その身振りも硬直しているが，Äsop の挿画では人物
が，たまたま瞬間的に見せる動きが予想させられるような生き生きとした動き
をもっている。力強い，がっちりした人間のタイプが描かれるから，時代の農
民，職人が頭に浮かぶ。
口角が下に下がっているように描くのが Meister のスタイルの特徴といえ
ば言える。ほとんどすべての人物は大腿まで覆う，帯をした胴着 Wams ある
いは肌着を着け，側面の切れ込みからは脚が丸見えになる。衣装の下にははっ
きりと身体が感ぜられるし，布地も描き方を工夫することで身体に立体性を与
えようとしている。
裸足は貧困をあらわすが，身分に応じて履く靴は当世流行の Schnabelschuh
である。
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Vita では 28の挿画がみられるが，これらはすべて芸術家の自由な創作で充
頡しなければならなかった。手本とすべき先行作品が無いからである。何を描
くかの選択の確かさにはおどろかされる。Steinhöwel も絵への関与を語り，
Vita の内容を述べ，演出もしくは適切なアドヴァイスがあったものと思われ
る。
後掲の図 1は Äsop その人を 1ページ全体に描いたものであるが，人物の
周辺に並べられた小さな挿画群は，Vita における Äsop の人生における挿話
を時系列順に配置したもので，一話にひとつの象徴的な絵文字（と解される）
が与えられ，それを辿っていけば Vita をまるで Hieroglyphe 象形文字で綴っ
たかの如く読めるようになっている。但し，彫り師の落ち度であろうか，左右
が逆である。
西洋絵画での描写は左から右方向への展開が順態であり，明らかにこの原則
に反する。
すべての記号が解読されているわけではないが，Vita の挿画をたどれば，
「イチジクを食べた犯人を暴いた」→「イシスの女神がイソップの夢に現れ
た」→「イソップ，パンかごを運ぶ」→「イソップ，植物の成長の違いを説明
する」・・・という挿話の順序が挿画に反映されているのが分かる。したがっ
て右上の絵（＝絵文字）から読むと Vita の内容と一致する。
こうした左右を逆に彫った挿画はいくつか発見される：たとえば，「町のね
ずみと田舎のねずみ」（図 3）では，男は左手で鍵を操作しているし，他の挿
画では，鞭を左手に握り打擲する従僕の絵も出現する。
当時は歴史性が十分に意識されていないので，挿画作成の時代に（古代の）
人物の装束を合わせてしまう。人間，家，道具，衣装は明らかに 15世紀後半
のそれになっている。こうした歴史的に過去にあるものを「現代化」するのは
中世の芸術のしるしであり，「嘗て」と「今」の違いを意識できるのはルネサ
ンスの時代になってからである。室内空間の表現，仕事の図は中世後期の事物
や行動を普通に描写したものであり，それは現代人に当時の日常を分かりやす
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く見せてくれる。（Ursula Koch S. 33）
Meister がテキストから要求されない（描く必要のない）風景・自然をも写
しとるということは 15世紀 70年代のドイツの書籍の進歩を現しているとも
考えられる。
以前であれば，人物の背後に道具のようにあっただけの風景が，関係付けら
れた風景の一画になるのである。これにより画に深まりがあるような印象が得
られる。（たとえば図 4）
挿画の上部に枠が無く，空間を開放的に放置してあるのも Ulmer Äsop の
特徴のひとつであり，他の挿画に見られないものである。これは Ulmer の独
自の開発技法と思われていたが，6世紀の Avian-Handschrift に「二人の遍
歴徒弟と熊」の挿画が指摘され，なんら珍しい物ではなくなったが，それ以
後，連綿と伝わってきた描法とも思えない。Ulmer Meister の意識的な使用
と考えたい。
動物の描写が伝統にとらわれない独自の原理が生かされているのも Stein-
höwel のアドヴァイスであろうか。
Ulmer Meister は動物にできるだけ自然な生き生きとした姿を与えようと
心がけた。つまり，人間の真似をさせないのである。住まいは木の株であり，
地下の洞窟が彼らの宮殿であり，小さな鉤形で羊の縮毛を，尖がった角で鳥の
羽を表現する。Meister は身の回りの動物の特徴，動きを詳しく知っているの
がわかる。だから，あまりよく知らない獅子や駱駝は様式化され，まるで紋章
学から借りてきたようにありふれた姿をしている。
後代のイソップが精細な挿画を添え，あるいは動物に人間の装束をまとわ
せ（3）半人間化した姿をみせるのは「イソップ」のジャンルを逸脱したものに
発展しているからではないか。人間の真似をさせない挿画が内容とあいまって
何世代にもわたって Ulmer Äsop を伝承させていったのではないだろうか。
もちろん Ulmer Äsop も古い手本を踏襲した挿画を含んでいる。紀元 200
年頃の Romulus 版も影響しているといわれる。
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しかし，ほぼ 200枚に及ぶ木版画を短時日に完成させるのは複数の彫り師
をそろえ，十分仕事に習熟した工房でなければ不可能である。
当時は立派に独り立ちできる腕を持っていても Offizin を開設するに随分な
資金が無いものは親方職人（Gesellenmeister）として Offizin に所属した
し，職人・徒弟もあまた働いていたのである。表現・描写の質にバラつきがあ
るのは伝承されてきた型を模倣するだけというだけでなく，個人の資質に大い
に原因がある。
中世の親方と同様，Ulmer Meister もアノニームである。先にあげた Ulmer
Münster の Chorgestühl を完成させた Jörg Syrlin d. Ä. が有力だとされて
いるが，他に数名の名も挙がっている。ただ，この Ulmer Äsop の挿画は中
世の書籍の最高傑作であるということは一致している。
挿画の意味
理解を助けるために絵を挿入するだろう，また装飾的意図もあっただろう。
しかし，イソップは絵がなければ理解が困難というほど複雑な言語表現を使用
してはいない。直截，簡明な表現である。詳しく細部を描写して表現するより
もおのおののイメージが即刻喚起される修飾語を削った簡明な表現であ
る（4）。
その簡明な表現，つまりベーシク・レヴェル Basisebene の語を形像で表現
するには詳細，細密な形像描写はむかない。詳細な絵はベーシクレヴェルより
下位の，より具象性を帯びた語に相当する。
属性形容のない語での描写は，絵においてはプロトタイプ，ステレオタイプ
を表現したものとなる。語というよりも概念を素描しようとしているのだとみ
る。
粗いようであるが，その本質的な特徴は逃さない。属性としてはステレオタ
イプを，個体としてはプロトタイプを読者，聞き手に期待している。読者層を
どこに設定していたのかは分からないが，平均的読者が誤解することなく容易
に判定できる，つまり，典型的に想起する形像が画かれたとみるべきである。
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ファーベルを古代人の Hieroglyphe（象形文字）だと解すれば，余計な修飾
語を排した簡勁な語，無駄を排した鮮明な図像の組み合わせは揺籃期本の世界
で必然的に多数の読者を魅了したことは想像に難くない。
先に述べたように，Ulmer Äsop は Vita の初っ端にイソップの全身像を配
し，その余白空間に，彼の一生を描くべく，象形文字の形態になぞらえて，出
来事の象徴的表現をして，物語らせた。これは彼（Steinhöwel）の挿画理念
を実践し，証明しているのだと考えたい。
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９９シュタインヘーヴェルとエソプスについて
註盧 Luthers Sprichwörter aus seinen Schriften gesammelt und in Druck gegeben
von J. A. Heuseler. 1924 Leipzig には 478の表現が載せられている。
盪 S. 162～166 in : Dichtungen von D. M. Luther. hrsg. von Karl Goedeke 1883
Leipzig.
蘯 『万治絵入本 伊曾保物語』および付属の『絵入教訓近道』を参照。いかにも人
間化された日本風イソップがみられる。また鳥獣戯画などでも動物に人間の真似
をさせることにより，滑稽味をかもし出すのが主眼とみてよいだろう。
盻 詳しい描写をもつものは，ファーベル風 Märlein となり，ジャンルを逸脱し，
物語的なものに移行してしまうのではないか。
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